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９月１４日、翁長知事の埋立承認取消表明を断固支持し作業の再開を阻止すべく工事用ゲートからの工

事関連車両の進入を止めるため、早朝から多くの県民がゲート前に結集した。８月１０日からの作業の中

断期間（１か月の政府と県との集中協議期間）が終了する９月１０日午前０時から、２４時間監視体制の

強化と未明からの県民の結集。この日も午前６時過ぎには約１００名が集まり、工事用ゲートが開く午前

７時には２００名近くの県民が座り込んだ。防衛局はゲートを開くことが出来ない。 

 午前１０時、翁長知事の表明が流れるとゲート前に歓声があがった。同時にやっと出た取り消し表明

であるが、翁長知事はこの間も毅然と政府に立ち向かい政治生命をかけて決断をした。今度は、この知事

を生み出した私たちが全力で、この取り消し表明を現場で支えていかなければならない。私たちもより一

層の覚悟をとの発言が続く。 

 

 

 

昨年７月から始めたキャンプシュワブゲート前の座り込み行動。様々な経験、経歴等を持つ参加者の発

言内容等には多くの学びがある。いつしかゲート前は「辺野古総合大学」と言われ出した。 

１ヶ月間の作業中断期間、ゲート前の監視と抗議行動を継続するとともにさらにたたかいの足腰を鍛え

る期間と位置付けた。「辺野古総合大学・夏季集中講座～学習講演会＆コンサート」の開講である。桜井国

俊沖大名誉教授（検証第三者委員会委員）による「辺野古埋立承認の問題点」と題する講演を皮切りに「過

去に学ぶシリーズ」・「国頭村伊部岳の米軍射撃訓練場阻止の闘い」「恩納村都市型訓練場阻止の闘い」「沖

縄アルミ進出反対から CTS 建設反対の闘い」の報告がそれぞれ当時たたかいを担われた方々から生の話と

して語られ、サンゴの専門家安部真理子さんによる「人類の宝・大浦湾」の話などいずれの話も闘いへの

確信を深めるに余りあるものであった。そして、歌って踊ってが信条のゲート前の闘い。もちろん、SDCC

代表海勢頭豊さんによる、たっぷり１時間のライブも。 

「贅沢すぎる」とも言われたカリキュラムには多くの県民が参加。取り消し後の闘いを準備するもので

あった。           （沖縄 高垣喜三） 

 

●2/3 情勢 承認取り消し 

●    承認手続きの法的瑕疵 

●4/5 2 万人の国会包囲行動 

●    二見以北住民の会が政府交渉 

●6/7 出張授業「おきなわカフェ」 

●    コラム「龍宮神の祟り（２）」 

●    わんさか通信★ジュゴンのわ 

ゲート前の「辺野古総合大学」でコンサートを

する海勢頭代表ら。（巻頭言関連） 止めよう！ 辺野古埋立て 9.12 国会包囲（4&5 面） 



 

 

 

ジュゴンちゃんぷるニュース 

２ 

９月１４日、翁長知事は埋め立て承認の取り消し

手続きに入りました。県第三者委員会の報告（「桜井

国俊講演」を参照）をもとに「承認に瑕疵（かし）あり」

と沖縄防衛局に意見聴取の日程を通知しました。１

７日、沖縄防衛局は「これ以上説明することはない」

と意見聴取を拒否、１８日、菅官房長官は「行政手続

法にのっとって、（私人扱いとして）聴聞すべきだ」と

しています。私人扱いとなれば、行政不服審査法で

所管庁の国交大臣が「（沖縄県の）承認取り消しを

執行停止」と決定し、沖縄県はその決定を不服とし

て裁判で争うことができないからです。不当な行政

処分に異議申し立てする国民の権利を、政府が利

用することは全く異常です。軍事基地の建設を民間

人ができるのでしょうか。翁長知事が国連人権委員

会から帰国後の２５日、埋め立て承認を取り消し、工

事中止を要求します。しかし、政府は取り消し命令の

執行停止を求め争いながら、埋め立て工事を進める

としています。辺野古での海底ボーリング調査が残

り５か所。すでに、沖縄防衛局は埋め立て工事の拠

点としての護岸工事を準備しています。 

 辺野古での闘いを軸に、翁長県知事、稲嶺名護市

長を支える国内外の世論をつくることが重要です。９

月１６日ＳＤＣＣは沖縄防衛局交渉で、“埋め立ての

実施設計案が環境監視等委員会で議論していない

ので、再提出すべき”と批判しました（「交渉報告」を

参照）。沖縄防衛局は自らが作った環境保全措置す

ら守っていないのです。承認の留意事項違反です。

また、辺野古ダムやキャンプシュワブの土砂の採取・

搬出や、埋め立て仮設道路の設計変更などには沖

縄県や名護市の許可が必要です。簡単には埋め立

て工事は進みません。９月１２日、辺野古埋め立て阻

止の国会包囲行動が２万２千人の参加で成功しまし

た。９月１６日、米国カリフォルニア州バークレー市議

会で辺野古新基地建設反対、米国に再考を促す「沖

縄の人々を支援する決議」が満場一致で採択されま

した。９月２１、２２日には国連人権理事会で翁長知

事が世界にアピールします。辺野古埋め立て阻止が

大きな流れになっています。埋め立て阻止の署名な

どで、もう一回り世論を広げましょう。 
 

情勢  

9/9 辺野古総合大学最終日 

元宜野湾市長の伊波洋一さんの講義が行われました 

9/16 沖縄防衛局交渉 

9/10 沖縄県交渉 

辺野古新基地建設問題対策課長へ要請書を

手渡しました 

9/12 にボーリング調査が再開され、厳しい

座り込みが続く、シュワブゲート前 
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ジュゴンちゃんぷるニュース 

8 月 26 日、参議院議員会館で、桜井国俊・沖縄

大学名誉教授の講演会「海は誰のものか～辺野古

埋め立て承認の問題点」がありました。主催は「辺

野古・高江を守ろう！ＮＧＯネットワーク」。参加

者は２００人。 

桜井さんは「7 月に第三者委員会が『埋立て承

認手続きに瑕疵（かし）あり』と報告書を提出し

たのだから、知事はその結果をまず尊重するべき

だ。９月中旬に翁長知事は国連人権委員会に出席

する予定だが、それまでに埋め立て承認の取り消

し命令を出すべきだ。それが、法治主義だ」と明

快に結論付けました。 

承認手続きの法的瑕疵として「埋め立て願書の

中の埋め立て必要性について、普天間の危険性除

去の必要性については述べられているが、移設先

が沖縄県内であること、辺野古地先でなければな

らないことについて合理的な説明がない。森本元

防衛大臣が、移設先が辺野古でなければならない

ことの軍事的必然性を否定している。だから、「埋

め立ての必要性」の要件を充足していない」。また、

公有水面埋立法第４条第１項の免許基準の 1 号か

ら 3号まで満たしていないと批判しました。 

３ 

最後に、桜井さんは「第三者委員会報告を執筆

者の一人として、わかりやすく多くの県民や国民

に伝え、闘いに確信をもつてもらうことが自らの

役割だ」とし、今日の講演内容を広く伝えること

を求めました。 

 ＊講演会に先立って、「辺野古・高江を守ろう！

ＮＧＯネットワーク」の設立集会が開かれました。 

参加団体は SDCC、FoE、ラムサール・ネットワー

ク、グリーンピース、ピースボート、環境市民、

沖縄・生物多様性ネットなど 14 団体 

 （事務局 蜷川義章） 

 

９月１０日沖縄県交渉では県第三者委員会報告書

に基づいて、速やかに埋め立て承認取り消し手続き

に入ることを要請しました。２１日から翁長知事が国

連人権理事会に参加するうえで、承認取り消しの姿

勢を世界にアピールすることが必要だったからです。

また、辺野古現地で座り込む市民、県民の闘いを支

えるために、名護市との連携をふまえて、関係各課が

自らの権限で工事再開を止める取り組みに全力を挙

げることを求めました。この間の多くの市民や関係団

体の要請をふまえて、14 日に翁長知事は埋め立て承

認取り消し手続きに入ることを沖縄防衛局に通知し、

辺野古現地には県職員を毎日 2 名、派遣しています。 

承認取り消しを沖縄県に要請 
＆工事断念を求めた沖縄防衛局交渉  

 ９月１６日沖縄防衛局交渉では、沖縄県の承認取り

消し手続の通知をふまえて海底ボーリング調査など

の中止を求めました。工事を急ぐ沖縄防衛局は１１

日、１４日と沖縄県に埋め立ての実施設計案の事前

協議を県海岸防災課に求めています。県が事前協議

に応じなければ一方的に工事を着手することが狙い

なのです。沖縄防衛局交渉で、この実施設計案は環

境監視等委員会で議論していないことを認めさせ、承

認書の留意事項の違反であることや自らが作成した

環境影響評価書（補正）を無視していることなどを追

求しました。私たちの批判で、沖縄防衛局と環境監視

等委員会との矛盾がさらに出てくるに違いありませ

ん。沖縄防衛局交渉の概略を沖縄県海岸防災課に説

明し、今後の事前協議に対応することを求め激励しま

した。 

（事務局 蜷川義章） 

県＆防衛局交渉 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

９月１２日（土）、米軍普天間基地の辺野古への

移設に反対する第３回国会包囲行動が実施されま

した。真夏のような暑さの中、初回の３倍の２万

２千人が結集しました。 

SDCC も５名のカンパ係と、２名の誘導係が集

会の役割を担いました。そして、国会正門前のス

テージ近くでは、関西から駆け付けたメンバーや

首都圏各地からのメンバーが SDCC のブルーの T

シャツとジュゴン帽子で集い、久しぶりの再会を

喜び合いながら、思い切り政府・防衛省への抗議

の声を挙げました。また、紅型のぼり旗を立て、

ジュゴンをあしらったバナー３枚を掲げて、「沖縄

を返せ」や、「座り込めここへ」を、多くの仲間と

歌いました。 

集会のために上京した島ぐるみ会議の玉城義和

さんは「知事は国連の人権委員会で演説する。県

民は諦めない。辺野古の海はますます人が増えて

いる。火の玉となって知事を支援する。安保法制

のたたかいと、辺野古のたたかいは根源的に一つ

のもの」と力説。ヘリ基地反対協議会の安次富浩

さんは、「沖縄に基地を押し付けるのは構造的差別

だ」と、政府を厳しく批判しました。 

ルポライターの鎌田慧さんはじめ檀上の多くの

スピーカーが語ったことは「我々は沖縄に無関心

だった。今の沖縄の状態は我々の無関心が生み出

した」という反省が特徴的でした。だからこそ、

その日からの辺野古での作業再開の報に、やりき

れなさ、腹立たしさ、悔しさ、憤り、怒り、そん

な思いが充満して、皆さんのスピーチも力が入っ

て、翁長知事を全力で支援していく決意を新たに

していました。民意を無視する政府のやり方は、

民主主義を無視しています。私たちは、諦めるこ

となく「辺野古新基地反対」を叫び続け、ジュゴ

ンの棲む海を守っていきましょう。 

（首都圏 宮城韶子） 

 

ジュゴンちゃんぷるニュース 

４ 

翁長知事が埋め立て承認の取り消しを表明しているのに

辺野古の作業が強行されている。  

おかしくない？ほんとうにこれでいいの？ 

多くの人に事実を知って、考えてほしい。 

そのためにできること、新聞記事を貼りだし、街頭で語り

かけています。 

沖縄に基地の負担を押し付けた 

ままでいいの？ 

新しい基地を造っていいの？ 

ＮＯの声が多数派になれば、 

止められる。 

ＮＯの声を大きくするために 

がんばります。  

シールズ琉球の若者のアピール 

通りがかった人が飛び入りで三線演奏♪ 

一気ににぎやかになりました。 

毎月一度続けている街頭行動。9 月は 2 度行いました。

これからもがんばります☆ 

～広めようジュゴンのこと～ 

注目を集めたＳＤＣＣのバナー 



 

8 月 23 日に、SDCC も呼びかけ団体に参加して

いる「Stop!辺野古新基地建設！大阪アクション」

の結成一周年の集いをしました。講師に沖縄国際大

学の前泊博盛さんを招き「辺野古の一年とこれから」

という題でお話しを聞きました。「辺野古の基地建設

を止めているのは住民の運動。それがぶれなければ

知事は取り消しに進む」「ジャパンハンドラーと言わ

れている人たちのワシントンでの影響は意外と小さ

い。辺野古基金を使ってアメリカのシンクタンクに

基地削減の政策提言を作り、それを元にワシントン

で沖縄県としてのロビー活動を行ってはどうか」「嘉

手納の滑走路一本返せ、ぐらい要求して当然。三沢

基地も軍民共用空港」など、対米追随の日本政府を

皮肉りながらの、刺激的なお話しでした。 

ジュゴンちゃんぷるニュース 

7 月３０日、二見以北住民の会（以下、「住民の

会」）が衆議院議員会館で、沖縄選出国会議員 5 人

（うりずんの会）の同席で、国連環境計画アジア太

平洋事務所代表の返信書簡について環境省、外務

省、防衛省の見解を求め、新基地建設中止を訴えま

した。「住民の会」は今年３月に国連・環境計画事

務局宛に「美しいサンゴやジュゴンのすむ海を埋め

たて、自然豊かな地域を破壊しています」と訴え、

4 月に国連環境計画・アジア太平洋地域事務所代表

から「我々は適切な方法で皆さんの懸念を日本の環

境省との間で分け合って対処します」「皆さんが…

関係省庁に直接働きかけるといいでしょう」との返

信が届いたからです。 

前日の７月２９日、「住民の会」は沖縄一坪反戦

地主会関東ブロックの緊急集会で交流。上京した 6

人がそれぞれ基地建設中止にかける思いを語りま

した。とりわけ松田藤子会長からは「本土の平和は

５ 

沖縄の忍従と、憲法９条があったからこそであり」

「辺野古の闘いは真の民主主義を実現するもので

す」と、国会での戦争法案審議を取り上げてのア

ピールがありました。   （事務局 蜷川義章） 

 

 お話しの後に、大阪アクションの活動方針を提

起しました。SDCC からは海上保安庁への要請行

動について報告しました。 

 この報告をふまえ、9 月 7 日に福島瑞穂議員の

仲介にて、大阪アクションから 3 名が上京し、海

上保安庁(本庁) への要請行動を行いました。海上

保安庁が辺野古の現場の状況をよく把握してお

り、だからこそ海上保安官の暴力の事実確認と社

会的批判を怖れていることが明らかになりまし

た。 

  今後も大阪アクションの仲間との共同の行動を

強めていきます。       （関西 松島洋介） 

会場は立ち見が出るほど、いっぱいの人で

埋まりました。 

 

要請書を手渡す松田藤子会長 
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ジュゴン保護キャンペーンセンター Save the Dugong Campaign Center (SDCC) 

 〒162-0815 東京都新宿区筑土八幡町２－２１ 

第１千代田ビル３０１ なかま共同事務所内   TEL/FAX  03-5228-1377 

 ○ http://www.sdcc.jp/        ○ info@sdcc.jp 

（関西連絡先） 〒534-0025 大阪市都島区片町2丁目9番21号野口ビル302 

          TEL/FAX 06-6353-0514 

 
 
 
 

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ 

会費(2000 円)＆カンパ振り込み先 

郵便振替： 

加入者名 ジュゴン保護キャンペーンセンター  

口座番号 ００１４０－９－６６０１９９ 

他行、コンビニからは： ゆうちょ銀行 〇〇八支店 

口座番号 普通 ８１５９０８４ 

 

 《 今後のスケジュール 》 

＊ちゃんぷるニュース購読会員募集中です。年会費２０００円で年６回ニュースをお届けします＊ 

お問い合わせは、上記事務所まで。ニュース購読で、あなたもジュゴンサポーターに！ 

 
 

 

＜首都圏＞ 

・10/25（日）沖縄団結まつり 10時～15時 

場所：亀戸中央公園 （東武亀戸線「亀戸水神」駅下車）   

・10/10(土)『ピースフェスティバル大和・綾瀬2015』 

小田急電鉄・相模鉄道大和駅下車 

※首都圏でも関西でも、当日スタッフ募集しています♪ 

  

 

好評発売中♪ 

収録曲「辺野古旅情」「椎の川」「ジュゴンの歌」 

\１０８０円＋送料２０５円 
（2 枚以上の送料はお問い合わせください） 

お問い合わせは、下記ＳＤＣＣ事務所まで。 
お申し込みの際は、下記郵便⼝座に振り込み 
お願い致します。 

※お名前、ご住所、枚数をお忘れなく 

＜関 西＞ 

☆じゅごん茶話会 10/15（木）、11/19（木）14時～16時 

参加費無料  ＠関西事務所  楽しく交流しています♪  

・11/3（火・休） 大阪団結まつり 10時～15時 
場所：扇町公園（地下鉄堺筋線扇町駅、JR環状線天満駅下車） 

・11/14-15 大阪バードフェスティバル 9：30～16：30  
場所：大阪市立自然史博物館（長居公園内） 

9.12 国会包囲で掲げた 

バナーを辺野古テント村 

に送りました！平和の象徴 

ジュゴンを真ん中に、 

“沖縄の怒を全国のうねり 

へ”と書いています。 

全国各地から送られてくる 

「基地はいらない」「ジュゴンを守ろう」などのバナーが結

ばれている辺野古の浜のフェンス“NO BASE ギャラリー” 

最近よく盗られているので、みなさんもぜひ支援のために送

ってください！ 

※送り先〒905-2171 名護市辺野古テント村 宛て 

日時：10月11日（日）11時～18時、12日（休）10時～18時 

場所：大田区池上会館展示ホール （東急池上線池上駅下車） 

共催：ジュゴン保護キャンペーンセンター、全交南部実行委員会

連絡先：090-4960-4247（事務局） 

＊ジュゴンマスコット作り、折り紙教室随時開催＊ 

＊牧志 治さんプロフィール＊ 

写真家。辺野古抗議船の船長で、ヘリ基地反対協ダイビング 

チーム代表。1950年沖縄県コザに生まれ育つ。 

 

ます。バナーに貼り付

けて、たくさんのジュ

ゴンをハワイに連れ

ていけるよう、皆さま

のご協力をお願いし

ます。 

 

 

辺野古・大浦湾の

豊かな自然と、海

を守る闘いの記

録です。ぜひご覧

ください。 

 

来年の9 月1 日～10 日、ＩＵＣＮ（国際自然保護連合）

の第 6 回世界自然保護会議が、ハワイ、オアフ島で開催

されます。ハワイ会議のテーマは Planet at the 

crossroad－岐路に立つ地球。未来にどんな地球を残す

のか、今私たちに問われています。ＳＤＣＣは、生物多

様性豊かな辺野古・大浦湾を守り、ジュゴンと生きる未

来を提案します。 

ハワイ会議に向けて、ジュゴン保護の思いが世界に届く

ようにと、小さなジュゴン型の布に、メッセージを集め


